市民応援プレミアム付商品券事業に関するアンケートのお願い（２ページあります）
＜男鹿市商工会　ＦＡＸ番号　０１８５－２３－２１０８＞

この度は、市民応援プレミアム付商品券事業（以下「商品券事業」という。）にご協力いただき、ありがとうございました。
今後の事業運営の参考とするため、お手数をおかけしますが、アンケートにご協力くださいますようお願いいたします。
なお、アンケートの内容については、男鹿市と情報共有させていただきます。

選択項目については、あてはまる箇所に☑を付けてください。

◎業種について教えてください。（全員回答）
　□小売業　　□サービス業　　□宿泊業　　□飲食業　　□製造業　　□建設業　　□その他

Ｑ１　今回の商品券事業について、お客さんの反応はいかがでしたか？（全員回答）
　□好評だった　　　　□不評だった　　　　□どちらともいえない

Ｑ２　今回の商品券事業について、貴事業所では販売促進効果はありましたか？（全員回答）
　□効果があった　　　□効果はなかった

Ｑ３　Ｑ２で「効果があった」を選んだ方は、どのような効果がありましたか？（複数回答可）
　□売上が増えた（前年同時期に比べ）　　　□お客さんが増えた（前年同時期に比べ）
　□客単価が増えた（前年同時期に比べ）　　□新規のお客さんの利用があった
□自社の事業ＰＲにつながった
　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ４　Ｑ３で「売上が増えた（前年同時期に比べ）」を選んだ方は、４月～９月までの商品券
事業の期間中に、どれ位の売上増加がありましたか？（概算で構いませんので教えてく
ださい。）
　□１０万円未満　　　　　　　□１０万円～５０万円　　　　□５０万円～１００万円
□１００万円～２００万円　　□２００万円～３００万円　　□３００万円以上
　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ５　商品券の利用により、通常であれば購入されなかった商品・サービスの購入や、購入額の増加につながったと感じることはありましたか？（全員回答）
　□多くあった　　□ある程度あった　　□あまりなかった　　□なかった　　□わからない

Ｑ６　Ｑ２で「効果はなかった」を選んだ方は、どのような要因が影響したと思われますか？
　□通常の支払いが商品券に置き換わっただけだった
　□その他（自由記述）



２ページへ続きます➡
２ページ


Ｑ７　今回の商品券事業は、物価高騰による家計負担を軽減し消費を下支えするとともに、
市内店舗の利用促進を図ることを目的として実施しました。
商品券事業は、市内の消費喚起につながったと思いますか？（全員回答）
　□大いにつながったと思う　□ある程度つながったと思う　□あまりつながらなかったと思う
　□つながらなかったと思う　□わからない

【商品券の種類について】（全員回答）
Ｑ８　今回の商品券事業は、「１，０００円券」の１種類で額面を設定しました。
貴事業所において取扱いしやすい額面について教えてください。
□「１，０００円券」のみが良い　　　　　　□「５００円券」のみが良い
□「１，０００円券」と「５００円券」の組み合わせが良い
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【今後の商品券事業について】（全員回答）
Ｑ９　今後の商品券事業の実施について希望しますか？
　□実施してほしい　　　　　　　　　　　　　□実施しなくてもよい

Ｑ１０　今後、商品券事業を実施する場合、望ましい商品券の形態について教えてください。
　□紙のままで良い　　　　　　　　　　　　　□電子のみが良い
　□紙と電子の両方あったほうが良い
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ１１　仮に今後の商品券事業を電子化した場合、取扱加盟店として参加できますか？
□参加できる　□参加できない（電子化への対応が難しい）　□現時点ではわからない
□その他（　　　　　　　　　）

【商品券事業全体】（自由回答）
Ｑ１２　商品券事業全体のご感想を教えてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　　
　　
　　



アンケートにご協力いただきありがとうございました。
このアンケート用紙は、１０月３０日（金）までに、ＦＡＸ、Ｅメール又は郵送で提出いただくか、１０月１５日（木）までの商品券換金時にご持参くださいますようお願いいたします。
